
● 広島大学HP ●  http://www.hiroshima-u.ac.jp/index-j.html
E-mail : koho@office.hiroshima-u.ac.jp まで。

研究室・ゼミ紹介

生物圏科学研究科
水産増殖学研究室  海野ゼミ
「フィールドから分子生物学まで」「海洋
生命の多様性を守る」瀬戸内発の魅力
的で個性的な研究室です。

文学研究科  歴史文化講座
日本史学研究室
毎年4月に史跡を巡る新歓遠足があり
ます。昨年は戦国大名毛利氏の本拠・
郡山城跡に行きました。

国際協力研究科
地盤・建築基礎工学研究室
建築基礎を主体とした、地盤に関す
る研究を行っています。研究生の国
籍もさまざまで、国際的にがんばっ
ています!

医歯薬保健学研究科  
生体材料学研究室
再生医療の実現に向けて、日々楽し
く研究しています。院生募集中!!

研究室・ゼミの仲間と一緒に裏表紙に
出てみませんか? メンバーで写った写
真と以下の項目を送ってください。
●代表者の氏名、所属学年、連絡先
（電話番号とメールアドレス）
●研究室・ゼミ名とその紹介コメント
（50文字以内）
E-mail:
koho@office.hiroshima-u.ac.jp 
まで

本誌に対するご意見や、誌面を盛り上げるアイデアを募集中です!

HU-style学生スタッフも募集中!!
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巻頭インタビュー

前田智徳
24年間の野球人生と
“広島”への思い



24年間の野球人生と
“広島”への思い

すべてを受け入れて
立ち向かっていく
前田さんはケガと闘い続けてこられました
が、そうした逆境に立ち向かう時に大切にし
ていたことを教えてください。

　20代で右アキレス腱を切った時はとても
ショックでしたが、初めてのケガだったので、治
ればまた感覚が戻ってくると信じており、前向
きな自分がいました。しかしそのケガにより、野
球の基本である「走る」が思うようにいかなく
なり、次から次へと連鎖反応のように違う箇所
をケガしたのです。いつの間にか、前向きな自
分がいなくなっていました。
　でも30代になると、ケガも含め自分に起きる
ことの全てを受け入れ、立ち向かえるように
なってきました。そこで覚悟を決めていなけれ
ば、30歳手前で野球をやめていたと思います。
もともと10あったものも、諦めたら0になってし
まいますが、粘って立ち向かって5割でも6割
でも取り戻せれば、そこからまた勝負してやろ
うという気持ちになれるのです。

限界を感じることもあったと思いますが、ど
のような心境でしたか。

　ケガをすると、どうしても以前のように力を
発揮できずに、技術面にも影響が出ます。それ
を体力など他の部分で、いかに補うかが重要
なんです。だからこそリハビリトレーニングにも
励んでいましたが、20代の頃は現状を受け入
れられず、何かのせいにする乱れた自分がいま
した。それでもプレーを続け経験を積んでいく
中で、運命を受け入れる方向へと、徐々に考え
方が変わってきました。「限界」を考えると、も
うやめたいと思ってしまいますが、諦めたら普
通の野球選手で終わってしまいます。「昔の自
分はもういない」と過去を切り離し、新しい自
分が今残された力でどれだけできるかを考え、
挑戦していました。

取材中に何度も出てきた「10あったものが、諦め
たら0になるが立ち向かうことで5割でも6割で
も戻せる」という前田さんの言葉が非常に印象に
残っています。人生観がよく伝わってくるインタ

ビュー取材でした。
取材・記事/総合科学部2年　桜田　諄

1971年熊本県生まれ。甲子園へ3度出場し、1989年にドラフト4位
で広島東洋カープに入団。期待の新人として活躍し、各方面から
高い評価を得る。その後右アキレス腱断裂などケガと闘いながらも
プレーを続け、ベストナイン賞・ゴールデングラブ賞を4度受賞。
2013年に、カープを貫いた24年間の野球人生にピリオドを打ち、
2014年からは野球評論家・解説者として活動中。

前田智徳
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広島県民として前田さんのご活躍を長年拝見
していたので、取材は緊張しましたが、貴重
なお話を和やかに語ってくださりました。
取材/総合科学部3年　藤本　迪子

小さい頃から憧れていた選手に会えて、とても緊
張しましたがうれしかったです! 野球以外のお話
も聞けて、選手時代とは違った印象の前田さんも
見ることができました。いつかカープに戻ってき

てください!
取材/経済学部卒業　神岡　遼   ※取材時4年

「侍」「孤高の天才」
というレッテル
「侍」や「孤高の天才」といった表現が、前田
さんに対してよく使われますが、ご自身はど
う思っていましたか。

　そう表現されることは、僕にとっては非常に
屈辱なんです。こうしたフレーズを聞くと、あま
り僕を知らない人もそういう目で見るでしょう。
しかし、そんなふうに言われるような選手では
ないことを、自分自身がよく知っているのです。
結果が伴わず満足していない自分に対して、そ
ういった“レッテル”が貼られることには、悔し
いという思いが強かったです。ただ経験を積ん
でからは、先輩方が自分に対して激励の意味
で言ってくれていると捉えるようにして、それに
恥じぬように立ち向かおうと思うようになりま
した。これも一つの受け入れですね。

「広島」という
地域への思いと恩返し
24年間一貫してカープでプレーをしてきま
したが、広島の地にはどのような思いを持っ
ていますか。

　故郷の熊本では18年過ごしましたが、広島
には24年います。広島は人生において一番重
要な時を過ごした場所です。いろいろなことを
学んで、人として成長させてもらいましたし、今
後もお世話になるので、何らかの恩返しをした
いと思っています。ただ本当に野球一筋で、球
場以外に出掛けることがあまりなかったので、
いまだに地名と場所が一致しないです（笑）。
とにかく自分の成長の場だったので、ありがた
いという思いが強いですよ。

今年の3月には「宮島清盛まつり」というイ
ベントで平清盛に扮しましたが、今後広島と
どのように関わっていきたいですか。

　24年間野球だけをやってきたので、今後は
解説だけでなく、こうしたイベントにも参加して

いきたいと思います。どこまで広島に対して恩
返しできるか分かりませんが、今まではこういっ
た取り組みに積極的ではなかったので、経験
したことのない新しいことに挑戦して自分が成
長し、さらには広島への恩返しにつながればと
思っています。

引退、
そして第二の人生
前田さんは、ご自身の野球人生を振り返り、
どのような選手だったと思いますか。

　自分を客観的に見るのは難しいのですが、
若い時、ケガをした時、30歳を過ぎた時、35歳
を過ぎた時、24年間を4等分できるほど心境
の変化が激しかったです。野球選手の実力で
いえば、数字的にはたいしたことはないです。
過大評価をいただきながらそれに押しつぶさ
れないように取り組んでいました。

今年から野球評論家・解説者という立場に
なり、印象的な変化はありますか。

　最初に感じたのは、時間がたつのが遅いこ
とです。選手時代は朝早くから夕方まであっと
いう間でしたが、解説者として各球団のキャン
プを回っていると、時間の流れがとても遅く感
じられます。新鮮な体験です。選手時代はブル
ペンに入ることはほとんどありませんでしたの
で、春季キャンプでそういった場所に入ったこ
とや各球団のバッティング練習を見たことは勉
強になりました。そして何よりも、さまざまなプ

レッシャーから解放されたのが大きいです。現
役時代は結果を出して当たり前と思われてい
たので、そのプレッシャーはきつかったです。期
待が大きいと非常にしんどいものです。若い時
は失敗してもそんなに責任はないのですが、レ
ギュラーやベテランになると責任も変わり、チー
ムをまとめながらも自分の結果も残さなければ
ならない。誰もが通る道ですが、解放されて
ほっとしています。

「第二の人生」が始まりましたが、今の心境
はいかがですか。

　イベントなどは自分に向いていないと分かっ
ているのですが、今までの野球人生と比べると
平気です。私の場合は皆さんが「前田は向いて
いないんじゃないか」という目で見てくれるの
で、ダメもとでトライでき、プレッシャーが全く
ないんです（笑）。失敗しても、周りの人のアド
バイスで、自分がさらに成長できるのです。向
いていないとか気にせず開き直って、いろいろ
なことをやっていこうと思っています。

引退してからご家族と触れ合う時間も増えた
と思いますが、自宅ではどのような父親ですか。

　九州男児な父親です（笑）。家ではあまり口
数も多くなく、ソファーに座ってじっとテレビを
見ています。テレビはゴルフの番組をよく見ま
す。子どもと一緒に、キャッチボールをして遊ぶ
こともありますよ。

とにかく
立ち向かうしかない
広大生にエールをお願いします。

　「がんばれ!」しかないですね。自分の運命に
は、自分で立ち向かわなければならないので
す。逆境の中で、勝てない勝負に立ち向かって
いくことほど、つらいことはありません。でもそこ
で諦めてしまうのか、何とか踏ん張っていくの
かなのです。そして5割でも6割でも、自分ので
きる限り勝ち取ってください。
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OPERATIONつながり「地域部」

　学生ボランティア団体「OPERATIONつながり」は、「地域部」、被災地での活動を行う「震災部」、海外向けの活
動を行う「海外部」の3つのグループから構成されており、それぞれがボランティア活動を行っています。今回お話を
伺った地域部は「東広島の住民の方との交流の輪を広げる」ことを目標としており、老人ホームを訪問したり、社会
福祉協議会からの依頼を受け地域サロンでの餅つき大会やリンゴ狩りに参加したり、子どもから高齢者まで幅広い
年代の方と交流を深めています。
　地域部の良いところは、ボランティアを気軽に行えるところ。身近な地域の方たちとの交流なので、行きたい時に
行けるという利点があります。何度もイベントに通ううちに子どもたちと仲良くなり、保護者の方から感謝の言葉をい
ただくことが、活動を通して感じる大きなやりがいだといいます。
　「つながり」は３つのグループに分かれていますが、「団体内の中のつながり」も大切にし、お互いにモチベーションを高
め合っています。地域部のメンバーが震災部の活動に参加した時は、地域ぐるみで防災について考えておくことの大切さ
を知り、今まで以上に地域と関わっていくことの重要性を感じたそうです。現在、地域部単独のイベントを計画し始めてい
るとのことで、今後、よりパワーアップした活動が期待されます！

教育学部3年  大森 麻由
Email…b126696@hiroshima-u.ac.jp
教育学部3年  大森 麻由
Email…b126696@hiroshima-u.ac.jp連絡先

http://t-trip.6.ql.bz/~t-trip/tsunagari/http://t-trip.6.ql.bz/~t-trip/tsunagari/HP

理科教員を志す教育学部・研究科の学生を中心
とした団体です。不定期で小学校や地域センター
を訪問して実験教室を開いたり、「青少年のため
の科学の祭典」などのイベントにブースを出したり
といった活動を行っています。昨年度は、空気砲や果物電池、コマ作りなどの実験を行いました。これらの活動は、
子どもたちに科学の楽しさを伝えることが主な目的ですが、私たち自身も子どもたちや地域の方 と々触れ合うこと
で、講義の中では学べないたくさんの貴重な体験をしています。参加に、学部・研究科は問いません。

BBSは全国に支部のある団体ですが、中でも私たち東広
島地区では、学生の会員が多い利点を生かし、大学周辺
の児童自立支援施設で子どもたちに勉強を教えたり、レク
リエーションを実施したり、地域に根差したボランティア活
動を積極的に行っています。企画や運
営などを自分たちの手で行い、兄や
姉のような存在として子どもたちに
関わる中で責任も伴いますが、子
どもたちの「楽しかった」「また来て
ほしい」という言葉にとてもやりがい
を感じます。

教育学部初等コースの学生が、東広島市内の
小学生とさまざまな体験活動を行っています。教
師を目指す学生が、子どもとの関わり方や活動
の企画の仕方などを学ぶ目的で、地域の方の協
力をいただきながら実施しています。1年に6回
程度、野菜を育てる畑活動などを行っており、大
学周辺の農家の方などに、学生や子どもに農業の技術や知識を教えていただいていま
す。地域の方には、畑活動以外でも、子どもたちと一緒に遊んでいただくなど、異年齢交流を目指しています。

東広島地区BBS会

フレンドシップ事業

きっず☆サイエンスクラブ

連絡先
http://www.geocities.jp/kamo_bbs/HP
E-mail…kamo_bbs@yahoo.co.jp

連絡先 教育学部3年  矢幡 千明　E-mail…b122900@hiroshima-u.ac.jp

連絡先 教育学研究科M2  山本 麻央　E-mail…mao-yamamoto@hiroshima-u.ac.jp

広島大学には、地域と関わりなが
ら、交流したり協力したり、

さまざまな活動を行っている団体
や学生がたくさんいます。

この春、あなたも活動の幅を広げ
、まだ知らない世界を見てみませ

んか？
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　教育学部日本語教育学科の学生たちが中心となって、ボランティアで外国人の方に日本語や日本文化を教えているクラスです。留学生に限らず、
地域の外国人の方も広く受け入れています。クラスは４つに分かれており、初級・中級クラスは月曜日（19：00～20：30）、入門・上級クラスは木曜日
（19：00～20：30）に、東広島キャンパスの国際交流会館で開講しています。授業の内容・教材は、全て学生がつくっています。生徒のレベルを考えな
がら、どうすれば楽しく効果的に日本語を学べるかを日々考えているそうです。教える側にとっても、普段

意識しない日本語の微妙なニュアンスの違いに気付かされたり、日本文化についてあらめ
て理解を促されたりと、授業を重ねて行くたびに日本を知る、良い機会となっています。

教育学部3年  大森 麻由
Email…b126696@hiroshima-u.ac.jp
http://t-trip.6.ql.bz/~t-trip/tsunagari/

にほんごモデルクラス 教育学部3年  施向 伸栄　Email…b123851@hiroshima-u.ac.jp連絡先

http://milky.geocities.jp/nihongo_model/HP

　１年生の初めに、学科内でモデルクラスのことを知りまし
た。当時ALT（外国語指導助手）の先生に憧れていて、外
国の人に自分の母国語を教える人になりたいという思いも
あったので参加しました。

　授業は全て日本語で行っているので、ちゃんと伝わるよ
うに声量や言い方に注意しています。微妙なニュアンスを
含む場合は、ジェスチャーや小道具を使うなど工夫してい
ます。楽しく日本語を学んでもらいたいので、和気あいあ
いとした授業の雰囲気になるよう努めています。

　自分たちでつくることを大切にしていて、過去に先輩
方がつくった教案（授業の進行表のようなもの）や、授
業ごとに行う反省会で上がった意見を参考に準備して
いきます。何か分からないことがあれば、先輩や先生方
に聞きに行くなど、学科全体で取り組んでいる感じです。

　外国の方と知り合えるのが楽しいですね。学科の授業では、どう
すれば日本語をうまく教えられるかを学んでいるので、学んだことを
実践できる場があることはうれしいです。生徒の方に分かりやす
かったと言ってもらえた時はとてもやりがいを感じますし、もっともっ
ととモチベーションも上がります。もちろん失敗することもありますが、
学生のうちに何度でも再挑戦できる点がいいと思います。

　中国から留学している劉です。今回の日本語モデルクラスでは、中級クラスと上級クラスを体験させていただきました。
　中級クラスでは「頂く」という敬語、そして上級クラスではゲームの説明方法について勉強しました。自分の国の遊び
を説明するのは難しかったのですが、間違った部分は、TA（ティーチングアシスタント）の方が丁寧に教えてくれました。
　ロールプレーのコーナーでは、TAと生徒でペアを組み会話しました。授業で学んだ知識も、楽しみながら実践するこ

とで、しっかり覚えられた気がします。先生たちが友達のようで、質問があれば気軽に聞けて良かったです。授業では日本語を学べる
だけでなく、紙風船を作るなど日本文化も体験できて、とても楽しかったです。今後も参加したいと思います。

HU-style留学生スタッフも授業を体験！

子どもへの環境教育や自然体験などを通し、地域と学生のつながりをつくっていくことを目的としています。昨年は、東西条まつり
にどんぐり工作ブースを出店し、地域の方に秋の自然の遊びを楽しんでいただきました。今後も、どんぐり工作や竹細工、夏には川
の生態系調査など、自然体験を主とした活動を地域の方と一緒にしていきたいと思います。また月に一度、NPOが主催する子ども
向けの自然体験学習会に参加し、体験活動のお手伝いをしています。

「このまちが好き、だから伝えたい」
を合言葉に、西条・酒蔵通りを中心
とした東広島市の魅力を観光客に
紹介しています。学生ボランティアは
数人ですが、地元の方 と々一緒に精
力的に活動しています。私は東広島
が地元ではなく、初めは不安でした
が、今では1人でガイドを担当させてもらえるようになりました。活動
を通して、どう話せば興味を持って聞いてくれるかを考えさせられるこ

とが多いです。学生だけのボラン
ティアでは体験できない、地元の
人や世代の違う人との交流もこの
活動の魅力です。
詳しくは“東広島市観光協会公式
ホームページ”へ。
※広島大学の団体ではありません。

学部1年生からM2年
生まで総勢150人以上
で構成され、広島大学
を代表するストリートダ
ンスサークルです。ダン
スの練習・発表が主な活動内容ですが、ストリートダン
スの楽しさを多くの人に知ってもらおうと、地域の小学校
からの依頼に応じて、ボランティアのダンスレッスンも行っ
ています。基本的なステップや技、リズムの取り方などを教えると、子どもたちは大変喜んでくれます。  

いつから参加し始めましたか？

教える際に気を付けていることは？

このボランティアをしていて良かったことは？

教材や授業はどのように準備していますか？

自然体験活動サークル学びの里

Rhythmic Dance Club（リズミックダンスクラブ）

東広島市ボランティアガイド

連絡先
http://rhythmicdanceclub.web.fc2.com/HP
工学部4年  野口 聡　E-mail…b110678@hiroshima-u.ac.jp

https://www.facebook.com/manabi.satoyamafacebook
連絡先 総合科学部3年  久良 祐紀子　E-mail…hu.manabinosato@gmail.com
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広島大学には、地域などの依頼に応じてさまざまな国際交流ボラン
ティア活動を紹介するNOIE（国際交流ネットワーク）というネットワー
クがあり、多くの日本人学生や留学生が登録しています。NOIEを通じ
東広島の小中学校で国際交流活動を行うインドネシアからの教育研
修留学生、Vivienさん（教育学研究科）にその体験を伺いました。
I  had a wonderful experience through my visit to some schools in 

Higashihiroshima. I could share knowledge about my country to the students 

and they were also excited in introducing Japanese culture to me. They 

taught me origami, ayatori, otedamama, mangekyou and kendama. In other 

occasions, the students also performed Kabuki and sumo for me. The students 

were enthusiastic and asked a lot of questions during my presentations about my 

country. We ended the activity by having lunch together. These culture exchange 

activities were meaningful for the students and me because through it not only can 

we understand about other cultures, but we could also reflect and understand our 

own culture. Such activities will help both parties to build an open mind and learn 

to respect others. 

※NOIEの詳細については広島大学学生情報の森「もみじ」（学生生活のサポート→国際交流）をご覧ください。
If you are interested in international exchange and volunteer-work in schools and local communities through NOIE, 

please visit our student information system “MOMIJI.”

取材・記事/社会科学研究科 研究生  劉　瀅華、  

HALS

広島大学
ボランティア推進委員会（V-pro）

　広島大学にいくつかあるボランティアサー
クルの中でも少し珍しく、広島大学へのボラ
ンティアの依頼情報を集約し、広大生へ紹
介をしています。東広島キャンパスに「ボラン
ティア情報室」を運営しており、そこから興味
のあるボランティアを見つけられます。V-proのメンバーが常駐していますので、個別相談に
のって、ボランティアに挑戦してみたい人の背中を押してくれます。
　かくいうHU-styleスタッフも、相談に乗っていただきました！ 福祉、子ども、国際など、お
おまかなジャンルから選んでいくうちに、「やってみたい！」と思う募集に出合えました。よく分
からない時も、それぞれの雰囲気や内容をかみ砕いて教えていただけるので安心です。
　V-proのメンバーは現在約20人。情報室の運営に加え、週１回のミーティング、春にはボラ
ンティア系の団体を集めた合同説明会や、夏には大学に子どもたちを呼んで一緒に遊ぶイベ
ントも開催しているそうです。
　取材した法学部の奥田さんも、大学に入るまで経験がなかったものの、V-proに入って、自
分自身がボランティアに取り組むきっかけにもなったそうです。イベントに参加した子どもから「楽
しかった」と言われた時は、とてもうれしかったそうです。新入生に向けて、「V-proには、人と人
をつなげる一面があります。これまで経験のないこと
にたくさんチャレンジできるのが魅力だと思います。ぜ
ひ来てください！」という言葉をいただきました。

医学部保健学科4年  武本 沙弓
Email…b110822@hiroshima-u.ac.jp連絡先

http://home.hiroshima-u.ac.jp/hals/home.htmlHP

http://v-pro.hiroshima-u.ac.jp/~test/http://v-pro.hiroshima-u.ac.jp/~test/
連絡先
HP

Email…hirodai.vpro@gmail.comEmail…hirodai.vpro@gmail.com

広島大学歯学部では、NPO法人と協力し、教職員や学生の有志でカンボジアを訪問して、歯科医療支援活動を実施しています。カンボジアでは、歴史的な背景から歯科医師の数が少なく、経済格差も大きいため、現在も多くの人々にとって歯科受診は困難な状況にあります。平成26年2月～3月に
は、7回目の現地での活
動を実施しました。小
学校では、歯科検診、
口腔衛生指導、簡単な
歯科処置等を行った
他、カンボジアからの留
学生と手作りした現地
語の紙芝居は、子どもたちや先生方に好評でした。ご興味をお持ちの方はご連絡ください。
連
絡
先

国際歯科医学連携開発センター国際活動企画運営部  岩本 優子E-mail…yuko-tulip@hiroshima-u.ac.jp

カンボジア歯科医療支援

NOIE（Network of International Exchange）

　HALSとは Hiroshima Activities for Life Support の略称で、広
島大学霞キャンパスの学生を中心に、岩国YMCA、県立広島大学
などの学生がメンバーとなり、心肺蘇生法やAED使用法などを市
民の方に広める活動を行っています。主に、市民向けの講習会と学
生向けのワークショップを軸に活動しており、依頼があればさまざま
な場所に赴き、積極的に講習会を開催しています。
　昨年は、フラワーフェスティバルや、グリーンアリーナで行われた
健康サポートフェアで、広島市医師会の方 と々共に、来場者に心臓
マッサージやAEDの使い方講習を実施しました。子育て応援団すこ
やか2013や、坂町町民センターで行われた『さかっこまつり』では、

ボランティア
情報室

場所：広島大学東広島キャンパス
西１福利会館多目的ホール1

日時：学生スタッフ常駐（曜日と時間帯
は変更の可能性があります）
月曜～金曜  16：20～18：30まで
※火曜日は18：00まで

ボランティア団体合同説明会を開催!
詳しくはP12右下に掲載!
ボランティア団体合同説明会を開催!
詳しくはP12右下に掲載!
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　「灯（ともしび）」は、西条の幼稚園で行われたキャンドルアーティ
ストのCandle JUNEさんのイベントを見た初代代表が、自分もその
良さを広めたいと思い立ったことからスタートしました。2010年12月
にキャンパスでキャンドルイベントを行い、それを機にサークルとして

設立されました。以来「西条を酒と灯りのまちに」をコンセプ
トに、学内外で毎回異なるテーマを設定したキャンドルナイト
やワークショップを開催し、現在は約10人で活動しています。
　学内では、スペイン広場での4000個のキャンドルナイトや、

JAZZ研究会と一緒に音楽と灯りをコラボレーションさせた企画を
行っています。地域と関わることにも重点を置いており、広島市内で

行われるフラワーフェスティバルなど、学外のイベントにも
精力的に参加しています。毎年10月に西条駅周辺
で開催される酒まつりでは、2012年にはキャンド
ルナイトを、2013年には会場のステージをキャ
ンドルで彩る企画を行いました。

　西条中央公園での七夕イベントでは、幼稚園児たちに、キャ
ンドルの作り方を教えたり、園児たちが願い事を書いた色紙で
キャンドルを包み込んで灯りをともすといった参加型企画も開催
しました。キャンドルを単なるアートととらえるのではなく、その
温かさを感じ、いろいろな思いを感じてほしいというメンバーの
願いが込められています。こうした活動で学外の多くの人と関わ
れることや、単純に「きれい！」と言ってもらえる瞬間が一番うれ
しいそうです。
　2013年はとにかく地域に出たい！という思いで活動してきた
「灯」ですが、2014年はこうした活動を定着させ、より多くの地
域の人々に活動を知ってもらい、今まで以上に良い企画するこ
とを目標としています。
　在学生はもちろん新入生にも、一度キャンドルナイトを自分の
目で見て、趣旨に共感してやりたいと思ったら、ぜひ入ってほし
いとのことでした。

東広島キャンパスの魅
力を多くの方に発信し、
広島大学を身近に感じ
ていただくことを願って
活動しています。毎週金
曜日13時から、一般の
方に大学案内をする「レ
ギュラーガイド」をはじ
め、団体向けの「臨時ガイド」、季節

や行事に合わせた

「特別ガイド」の他、ガイドのスキル
アップのための研修

等も行っています。メンバーの所属
学部や学年はさまざ
まで、個性あふれる人
材がそろっています。
大学の「顔」として、
広島大学の魅力がよ
り多くの方に伝わるよ
うにがんばります!!

総合科学部3年  馬場　智也、経済学部2年  穴吹　暁、教育学部3年  尾崎　結子、総合科学部2年  桜田　諄、理学部2年  甲斐　寛之、取材/総合科学部3年  藤本　迪子、経済学部3年  安部　大地

Email…h.tomoshibi@gmail.com連絡先

https://www.facebook.com/h.tomoshibi/photos_streamfacebookキャンドルサークル「灯」
http://v-pro.hiroshima-u.ac.jp/~test/
Email…hirodai.vpro@gmail.com

キャンパスガイド
学生環境サポーター

広島大学体育会サッカー部

https://www.facebook.com/hiroshimauniv11soccer?ref=streamfacebook

連絡先
http://www.hiroshima-u.ac.jp/top/intro/kankyo/kankyousupporter/HP

総合科学部4年  堀金 司　E-mail…risk@office.hiroshima-u.ac.jp

連絡先 E-mail…hiroshimauniv11soccer@gmail.com
http://blogs.yahoo.co.jp/hu_gu

ide2007連絡先
ブログ

E-mail…ccc@hiroshima-u.ac.jp

乳児や小児に対する心肺蘇生法や窒息解除の講習も行いまし
た。どのイベントも非常に多くの参加者が来場し、蘇生の輪の広
がりを感じられる良い講習会だったそうです。
　学外だけでなく、霞キャンパスで行われた「霞祭」や、職員向け
の講習など、学内での活動も活発です。ひろしま国際平和マラソ
ンでは、救護サポーターとして参加しました。普段からBLS（一次
救命処置）の講習はしているものの、実際に人が倒れる可能性が
ある会場での救護サポーターということで、メンバーも「一歩踏み
出す勇気」をあらためて考えさせられたそうです。
　今後は5月にフラワーフェスティバル、子育て応援団すこやか

2014で、昨年同様心肺蘇生法を市民の方に広めていく
予定とのこと。ぜひ皆さんもHALSのホームページを見
て、心肺蘇生法について学んでいただきたいです。あなた
が救命方法を学ぶことで、助かる命があ
るかもしれません。

学内での環境活動や、環境教育に興味のある学生が集まり活動しています。昨
年度は、学童保育の子どもたちと、環境に配慮した方法で料理をしながら環境
問題について考えてもらう「えこくっきんぐ」や、
学内の自然を生かし、地域の子どもたちを対
象に「クリスマスリース作り」などを企画・実施
しました。東広島市主催の「きれいなまちづく

りキャンペーン」にも参加しました。さらに、キャンパス内の植生調査も行っています。
今後も活動を通して、市民や学生の環境への意識向上に貢献していきます。

広島大学周辺に住む幼稚園児や小学生を招いて、
コーチとしてサッカーを教え、一緒にゲームをして
楽しむ教室を開催しています。これを機にサッカー
を始められて、新しい友だちづくりの場となり、子ど
もたちが楽しめるよう、毎回工夫をこらしています。単にサッカーをするのではな
く、サッカーを通じ交流することで、少しでも地域の役に立てればと思い活動しています。学生にとっても、子どもた
ちに教えることを経験できる貴重な場となっています。活動に興味のある方、参加したい方はご連絡ください。

ボランティア団体合同説明会を開催!
詳しくはP12右下に掲載!
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研究内容について教えてください。

　地域看護領域の調査研究を中心に、子
育てに関するアンケートの実施、保健師の
方と健康のためのレシピ開発、朝市に参加
される農家の方の健康相談など、健康づく
りを目的としたさまざまな研究活動を行って
います。
　また、現場で働く養護教諭、保健師、看
護師が抱える課題に応じた研究にも取り組
んでいます。例えば保健師の方が行う保健
指導や栄養管理の効果を医療費の面から
調査し、その効果を実証することもあります。
自治体と協力し、地域別に保険料や治療費
を調べたり、偏りや重負担の地域がないか
調べたりもしています。地域の方 と々関わる

研究は楽しく、成果を役立ててもらえること
もやりがいです。

教員としてのやりがいは?

　看護職の養成に携わりたくて、大学教員
の道に進みました。2001年から養護教諭や
保健師を目指す学生に地域看護学を教え
ています。
　地域や人と直接関わる領域ですから、養
護教諭・保健師の方が働く現場やコミュニ
ティーに、可能な限り学生を連れて行き、活
動に加わってもらいます。地域や現場の方
の思いを知り、自分がどうしたいか、今後ど
うありたいかを考えてもらえればと思ってい
ます。学ぶ過程で、最初は腑に落ちない顔を
していた学生が、「分かった」という表情に

変わる瞬間が教員としてうれしいです。

4月号のテーマでもある、地域で活動す
る広大生へメッセージを!

　私が出会う地域の方々は、大学生との交
流が大好きなので、積極的に交流してもら
いたいと思います。サークルなどのグループ
で活動するのもいいですね。交流する際は
「生活者の視点」を大切にするといいでしょ
う。大学生の生活というのは、社会人の生
活と異なる部分もあるので、相手の生活を
考えて交流してほしいです。そして何度も出
向いて、そこにいても違和感のない存在に
なってほしいですね。交流の深まりは、学生
の皆さん、地域の方々の双方に、必ず良い
影響を与えると思います。

広 く て 深 い 研 究 の 世 界

広島大学には、広～いジャンルにいろんな先生がいて、深～い研究を行っています。
研究室におじゃまして、その世界をのぞいてみましょう。研究室訪問

積極的に地域に出て研究活動をされている
川崎先生のお話を聞いて、研究者に抱いてい
たイメージがガラッと変わりました。私もどん
どん外に出ていきたいと思います。
取材・記事/経済学部2年　穴吹　暁

学びは地域との
つながりから
千葉大学看護学部卒業。
看護教員、本学助教授を経たのち、2006年より現職。学校および幼稚園・保育園を中心
とした、子どもと家族の健康生活の支援、子どもの健やかな成長発達を支援する職種連携
に関する研究、養護教諭の活動や地域看護活動に関わる健康教育・保健事業評価につい
て、看護の視点から課題を探求している。博士（医学）

医歯薬保健学研究院

川崎　裕美 教授  Hiromi Kawasaki

学生と行う、地域での保健活動の様子
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どのようなお仕事をしていますか?
　今は資産課税部門に所属して、国税調査官として働いてい
ます。資産課税部門では、相続税、贈与税、土地・建物や株式
などの譲渡に関する所得税について、申告相談や調査を行う
のが主な仕事です。普段は、調査のために納税者の方の自宅
に行ってお話を伺ったり、銀行に預金の確認に行ったりと、外

に出掛けることが多いです。
　確定申告の時期になると、署
内で相談の対応や、申告書の作
成指導や確認、訂正の手続きも
行います。

お仕事の魅力は?
　納税者の方の財産に関わる
仕事なので、ご自宅に伺っても、

時には納得していただけないこともあります。一つ一つ丁寧に
説明を重ね、納得していただけた時はとても喜びを感じます。
　私が国税調査官を志そうと決めたのは、大学で行われた国
税局の説明会がきっかけでした。国税局査察部、いわゆるマル
サ（大口・悪質な脱税者の刑事責任を追及することを目的に
査察調査を行う部署）について採用担当の方が話され、とても
刺激を受けました。国税調査官は、多くの人と会い、多額の税
金に携わります。大変責任が重い仕事となりますが、その責任
も含めとてもやりがいのある仕事だと思います。これからも勉強
を積み重ねて、脱税を決して見逃がさない、という正義感を持
ち続けていきたいと思います。

広大生へメッセージを!
　専門科目だけでなく、教
養科目も大切にしてほしい
です。私は、興味のある科
目は何でも受講していた
おかげで、企業の方との専
門的な話題もある程度理解でき、納税者の方との共通の話題
が広がることもあります。飲食店でのアルバイトや吹奏楽団で
の活動を通じ、いろいろな人と話したことや、継続して取り組ん
だ経験も生きています。すぐに役立たなくても、いつかは役立つ
ことがあります。皆さんも、いろんなことにチャレンジしてみてくだ
さい。

どのようなお仕事をしていますか?
　企業などのシステム運用・保守に関する営業を行っています。
システムを開発するエンジニア（SE）に必要なのが、特化した技
術に関する「深い知識」だとすれば、営業に必要なのは、自社
の技術に関する「幅広い知識」や、どの技術を組み合わせれば
お客さまのニーズに応えられるかという「発想力」です。
　自分の提案がお客さまに受け入れられ、それが形になると、
やりがいを感じます。自分の仕事が、社会や日本中に広がって
いくスケール感は、学生時代には感じられなかったものですね。

働く上で心掛けていることは何ですか?
　お客さまとの間にわだかまりを作らないことです。営業をして
いると、お客さまからの高い要求と、自社の事情や利益の間で、
板挟みになる場合があります。どうしても要求に応えられないと
きは、お客さまの要望を可能な
限りくみ取り、会社としての方針
を立て、お客さまに丁寧に説明
し、納得いただいた上でお仕事
をさせていただくように心掛けて
います。
　また、「楽しく働く」をモットー
にしています。目先の楽しさだけ
でなく、うまくいかないときでも、
その困難を乗り越えることや、徐々にでも結果を出すことなど
に、広い視野での楽しみを見いだすようにしています。家族のこ
とを考えたり、目標としたい人の自叙伝などを読んだりしても、
モチベーションは上がりますね。

広大生へのアドバイスをお願いします。
　今考えると、学生の時にもっと遊んで、もっと学んでいたら良
かったと思います。今大学生に戻れるのであれば、読書や、ア
プリの開発、自転車で日本一周など、くだらないことも含め、時
間のかかることにじっくり取り組みたいと思います。皆さんも学

生のうちに、何かに
一生懸命取り組ん
で、視野を広げてくだ
さい。

&

O
B 

O
G
紹
介

取材を
終えて

仕事の大変さと面白さの両方を強く感じた取材でした。アドバイ
スをいただいたとおり、残りの学生生活も全力で楽しみきりたい
です。　取材・記事/教育学部4年　野田　順平

責任ある仕事に真摯に向き合う齋藤さんの姿に刺激を受けまし
た。責任に伴うやりがいに僕もチャレンジしていきたいです。
取材・記事/教育学部卒業　野元　祥太郎　※取材時4年

大きな責任を
成長の刺激に

齋藤友梨 Yuri Saito
呉税務署 資産課税部門
（2010年3月 法学部卒業）

遊びも学びも
大いに楽しめ!

竹原佑 Yu Takehara
伊藤忠テクノソリューションズ株式会社
マネージメントサービス営業本部
（2008年3月 総合科学部卒業）
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最近の私の生活では、人への尊敬をあまり深く感じていなかったのではな
いかと思います。常に尊敬の気持ちを持つ人はきっと心も優しいのだと思
います。　　　　　　　取材・記事/社会科学研究科研究生　劉　瀅華

“海外から広大へ”来て学んでいる外国人留学生＆“広大から海外へ”行って学んでいる日本人留学生。
「外国人から見た日本は?」「日本人が見た外国とは?」。留学生ならではの視点で、見たこと、聞いたこと、感じたことをリポートします。
“海外から広大へ”来て学んでいる外国人留学生＆“広大から海外へ”行って学んでいる日本人留学生。
「外国人から見た日本は?」「日本人が見た外国とは?」。留学生ならではの視点で、見たこと、聞いたこと、感じたことをリポートします。

夢を求め
　13歳の時、日本のアニメを見ていて、主題歌の歌詞の意味を辞
書で調べたのをきっかけに、独学で日本語の勉強を始めました。ベ
ネズエラでは、日本語を学べる所が限られており、大学入学後、友
人の大学に日本語コースや、日本へ留学する制度があると聞き、そ
の大学に入学し直しました。
大学で本格的に日本語の勉
強を始めた時にはもう20歳で
した。その後、日本のような教
育が充実した国で、自分のし
たい水の研究を続けたいと思
い、広島大学に入りました。

留学生活について
　南米の国には、日本人にはストレート過ぎるくらい、自分の意見
をはっきりと言う人が多いです。相手に失礼な意見でもずばっと
言ってしまうことがあり、トラブ
ルが起こることもあります。こう
した文化の違いで大変な思い
をすることもありますが、異な
る文化や環境に触れると、楽
しいと思うことの方が多いで
す。自分と全く違う考えを聞く
と、考え方も広がっていきます。留学はとても貴重な経験になるの
で、可能であれば挑戦した方が良いと私は思います。

どの国の人にも尊敬できるところがある
　経済面や治安の面で生活するには厳しいことが多いベネズエラ
ですが、ベネズエラ人は常に人生に楽しさを見つけ、よく笑います。

こういう所はとても良いと
思います。日本人について
は、何事もみんなで協力す
ればきっとできると信じて
いる所をとても尊敬してい
ます。これはベネズエラ人
が学ぶべき部分だと思い
ます。

体感地球

学部生の時に日本の大学へ1年留学し、
2012年4月、国費留学生として広島大学に
1年間留学。2013年4月に工学研究科修士
課程に入学し、毎日研究で忙しい中、日本で
の就職活動にも力を入れている。

久住 忠彦 Tadahiko Kusumi
総合科学部卒業　※取材時4年

4年次にHUSAプログラムを活用し、韓国の
釜山大学にて10カ月の留学を経験する。今
春から物流関係の会社に就職し、将来は海
外勤務もしてみたいと、現在も語学の勉強に
励む。

わ た し の 留 学 体 験

語学を学びたい、その思いが……
　就職活動を目前にした時、「これをやってきた!」というものがあり
ませんでした。もともと語学を深く学びたい気持ちがあり、専攻して
いた韓国語で実用的なコミュニケーションを図りたいと思うように
なりました。周囲からは留学に
よる就職活動への影響を心配
されましたが、それでも語学を
がんばりたいという思いから、
留学を決意しました。

言語の壁を越えて
　釜山は、国際映画祭などが
開かれるほど映画文化が盛ん
で、大学でもオムニバス形式で
さまざまな国の映画についての
講義がありました。旅行にも興
味があったので、観光学の授
業も取りましたが、専門用語が
多く、かなり苦労しました。たま
たま隣に座っていた韓国人学
生に質問すると、あとで講義の
ノートの写真を送ってくれたこ
とがあり、親切な人が多いと感
じました。講義後に教授と外食
に行くこともあり、クラスはアッ
トホームな雰囲気でした。

韓国の大学生の学びへの態度
　韓国では、授業中に寝ている学生は、めったにいません。多くの
大学では成績が相対評価のため、必死に勉強しなければ「秀」は
取れず、大学での成績が就職に大きく影響します。文化の違いはあ

れど、必死で学ぶ姿を日本
の学生も見習うべきだと思い
ます。春から社会に出て、将
来また韓国で働きたいと考え
ています。今後も向上心を失
わず、語学を勉強し、経験を
積んでいきたいです。

全く違う世界に
触れてみよう

ベネズエラ・ボリバ
ル共和国から 大韓民国へ

さらなる高みを
目指して

ロッセット・レベロン・
ラウラ・イレアナ
Rossetto Reveron Laura Ileana
工学研究科M2（ベネズエラ・ボリバル共和国出身）

今春から物流会社で働くという久住さん。同じ新社会人として社会に出る
期待や不安を共有することができ、とても楽しい取材でした。本当にありが
とうございました!　取材・記事/教育学部卒業　阿部　翠　※取材時4年

研究室での様子

日本人、韓国人とノルウェー人の友達と
居酒屋に行きました。

釜山大学の風景

韓国にはカフェが多く、学生の集いの場で
す。

友達と広大のゆかたまつりに行きました。

大
学
生
活
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広島大学
フェニックス
放送

その他にも

HU-style
学生スタッフ

新入生の皆さん! 入学おめでとうございます。
在学生の皆さん、新学期が始まりましたね!
大学生になるとより自由な時間が増して、
何かに挑戦してみたいなと思う人も
多いはず。
そこで、特集ページで取り上げた団体とは
また少し異なるサークルや活動をご紹介!
放送、マスコミ、取材、雑誌づくりといったこ
とに興味のあるあなた、実はこうした活動に
参加できる機会が、広大にはあるんです!

　こちらのサークルは、いわゆる高校でいう「放送部」
ですが、その活動は本格的! 演奏会の司会やゆかたま
つりのインターネット生中継、それらの活動に必要なビデオカ
メラや映像機器の操作など、アナウンスから映像編集まで幅
広く活動しています。実
は入学式後の学生生活
ガイダンスの司会も彼ら
が担当しているんです!
　もちろん初心者や、機
械が苦手な方でも大丈
夫。親切な先輩方が教え
てくれるそうです。毎週水
曜の夕方、機器室という機材のそろった部屋で、アナウンスや
編集作業の腕を磨いています。学内のイベントなどでアナウン
スを依頼されることも多いので、「入学してすぐに出番が来
る!」なんてこともあるかもしれませんよ。

　次に紹介するの
は、そう、私たちです! 
実はこのHU-styleと
いう広大生のための広
報誌は、学生が企
画・取材そして記事の執筆まで行っているんです。

それぞれのページの下には、学生の名前が
載っています。

　もちろん、広報グループの職員の方や制作会社の方の校正やデザインが
あってこそ成り立っているのですが……（全て学生任せではないところが安
心できるような、どことなく悔しいような……笑）。
　HU-styleは1年に4回（4月、7月、10月、1月）に発行されます。毎号、4
回ほどのスタッフミーティングのほか、取材には1～2時間を費やしますが、
他のサークルやアルバイトをしなが
らでも十分に余裕があるスケジュー
ルです。1回のミーティングで集まる
のは5～10人ほど。いざ身構えて
行ってみたら予想以上にくつろいだ
雰囲気で驚いた、なんてことも。

“海外から広大へ”来て学んでいる外国人留学生＆“広大から海外へ”行って学んでいる日本人留学生。
「外国人から見た日本は?」「日本人が見た外国とは?」。留学生ならではの視点で、見たこと、聞いたこと、感じたことをリポートします。 学生取材班が行く

はやりのネタや時事問題、ちょっと気になる先生など、
あなたの「知りたい」を学生取材班が調べてリポートします。

こ が り た !そ 知 い
編集長!

特ダネ持って
帰ります。聞きに行くゾ～

 取材・記事/理学部2年　甲斐　寛之

巻頭インタビュー取材の様子

ゆかたまつりのインターネット中継

　大学内のサークルではありませんが、地元の新聞
社が募集する学生記者に挑戦している広大生や、
情報誌『むるる』を発行し、組合員参加型の環境企
画『エコプロの日』を定期的に行う等の活動をして
いる広島大学生協組織部OZ（オズ）という学生グ
ループもあります。
　紙面の都合で一部のサークルしか紹介できませんでしたが、広島大学に
は現在240以上のサークル・クラブがあります。まずはいろいろなサークル・
クラブを見て、やりたいことを探してみてください。もしやってみたい活動が
なかったら、新しいサークルを作るのも一つの手。一番大事なのは「やりた
い」という意志なのかもしれません。あなたの充実した大学生活を、
HU-style学生スタッフは願っています!

　次に紹
は、そう、私
実はこのH
いう広大生の
報誌は、
画・取

は
介!
たこ
活動に
!

い

飛
び
出
せ
!

大
学
生
活

大
学
生
活

フェニックスコン
サートでの司会

の様子

スタッフの集合写真

機器室でのアナウンスの練習

表紙撮影の様子

スタッフ研修の様子

hirodaipbc@gmail.com連絡先
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ガ ン バ ル 広 大 生 の
P R ペ ー ジ 発見! 元気人

※PRしたい広大生大募集! 投稿を希望する方は広報グループまで（連絡先は、P14を参照）。

安芸の子リーダー養成協会 大学生カウンセラーグループ KAPPA組
　私たちは、子どもたちが参加
する体験活動の企画・運営を
通じ、ふるさとの自然や文化の
良さに気付かせたり、人間関係
づくりをサポートしたりすること
で、子どもたちの「生きる力」を
育むことを支援しています。
　大学生は、自分の進路や希望
に応じ、幼児コース、小学生コー
ス、中学生コースの中から好き
なコースの子どもたちと関われ、
キャンプや運動会など年間7回
の活動の中で、子どもたちの班
のリーダーとして活動を盛り上

げます。スタッフとして現役の小・
中学校の先生方が指導してくだ
さるため、子どもたちとの関わり
に不安な人も、安心して活動を
行えます。
　その他にも教育委員会や広
島県内の小学校などから依頼を
いただき、野外活動の補助やレ
クリエーションなどのボランティ
アも行っています。こうした活動
が認められ、模範団体として、平
成25年度青少年健全育成功労
者等知事表彰を受賞させてい
ただきました。

　今年も新入生を募集していま
す。子どもと関わるボランティア
や、今しかできない楽しいことを
したいという方は、毎週火曜日
18：30～21：00に、教育学部で

定例会議を行っているので、下
記のメールアドレスにご連絡の
上、一度見学にいらしてください。
詳しい活動についてはKAPPA組
ホームページをご覧ください。

子どもと共に成長

広島大学クイズ愛好会 正解ブザーの喜びは想像以上

広島大学体育会漕艇部
　こんにちは! 「広島大学漕艇
部」、通称ボート部です。僕たち
は、平日（月～木曜日）は西条
で、週末は広島市内の太田川で
練習しています。
　ボートは、オールと呼ばれる
長い棒状の道具を使って、人の
力で漕いでいくスポーツです。特
殊な動きやスキルは必要ありま
せん。だからこそ練習すればする
ほどパワーが付いて、ボートを速
く進められるし、上手にもなりま
す。また、ボートの魅力はパワー
だけではありません。同じボート

に乗っているメンバー同士（ク
ルーと呼びます）でチームワーク
を高めていけば、スピードは何
倍にもなります。そして、その時
の風の強さおよび気持ち良さは
ハンパではありませ
ん（冬は少し寒い）。
　そんなボート部
ですが、部員はみん
なボート経験がな
い初心者です。それ
でもクルー全員で
力を合わせて入賞しているチー
ムもあります。また、個性あふれ

るメンバーばかりで、部内は談
笑が絶えない、アットホームな雰
囲気を持ち合わせています。
　この記事を読んでボートに興
味を持ってくれた人、大学から

運 動を始めたい人、そして
HU-styleに軽く目を通したそこ
のキミ! ぜひボート部、そして
ホームページに遊びに来てくだ
さい、待ってます。

ボートと自分が一つになる瞬間を感じてほしい

　出された問題に答えて、正解
したことのある人は多いと思いま
す。私たちは、その正解した時の
感覚が好きで、週1～2回集まっ
ては、互いにクイズを出し合って
楽しんでいます。全員一斉に答え
を書く「ボードクイズ」や早押し
ボタンを使った「早押しクイズ」
はもちろん、トランプやパネルな
どの小道具を使って人気番組を
再現したり、クイズのルールから
考えるという新しい面白さも追
求したりしています。
　クイズに使う問題は、最近話

題のネタや、中高生レベルの易
しい早押しクイズ用の問題集か
ら出しているので、問題を聞いて
いるうちに「答えはあれかな?早
押しボタンを押したい!」と夢中
になります。思わずボタンを押し
てしまい、その回答が正解だっ
た時の喜びは、想像以上に大き
く、やみつきになります。

　もっとクイズがしたい!という
方、4月中旬にクイズ大会を開
催します。それ以降も、毎週の活

動を行っているので、一度来て
みませんか? 広大生に限らず、
教員や職員の方のご参加もお待
ちしています。クイズの答え&大
会の詳細はホームページをご覧
ください!

幼児コースの1泊2日夏のキャンプ 
in 山口県。

記事/広島大学クイズ愛好会・理学部2年  甲斐　寛之
連絡先▶hiroshima.quiz@gmail.com　HP▶http://hu.blog.jp

記事/広島大学体育会漕艇部・教育学部2年  久保　安加
連絡先▶hiroshima_rowing@yahoo.co.jp　HP▶http://hurc.blue.coocan.jp

記事/安芸の子リーダー養成協会 大学生カウンセラーグループ KAPPA組
　　  教育学部4年  住田　茉優
連絡先▶kappa@akinoko.jp　HP▶http://www.akinoko.jp/kappa/

ダブル（2人乗りボート）。他にもボート
にはさまざまな種類があります。

加古川レガッタでの集合写真。このレースで2チー
ムが入賞しました。

クイズの最中

　  今年冬季オリンピックが開催さ
れたロシアの都市はどこ?
　  毎年「今年の漢字」が発表さ
れる、京都のお寺はどこ?
　  夏の大三角形を構成する星は
デネブ、アルタイルとあと一つは何?
　  「目星を付ける」という言葉に
由来する、容疑者を指す警察用
語は何?
　  日本で初めて新婚旅行をした
といわれる、幕末の偉人は誰?
Q5

Q2

Q3

Q4

Q1
それでは、何問か出題!

比婆山登頂記念。キャンプスキルセ
ミナーでの一場面。

サークルのメンバーと

ボランティア団体合同説明会
　学内のボランティア団体が活動発表&新メ
ンバーを募集する説明会を下記の日程で開
催します。
日時：4月21日㈪  18：00 ～ 20：00
　　　　 22日㈫  16：30 ～ 18：30
　　  5月  7日㈬  18：00 ～ 20：00
　　　　  8日㈭  16：30 ～ 18：30
場所：大学会館大集会室

新サイト
「広大生の素（モ・ト）」が
できました!

　広大生の素（モ・ト）は、インタビュー動画
を中心に、広大生に関連する情報を集めた新
しいサイトです。大学の外からではなかなか見
えない、広大生の「素（す）」の顔と、元気、夢
中、やる気の「素（もと）」をお届けします。部活・
サークルの活動やイベント案内など、記事の
掲載を希望する場合は、下記の問い合わせ先
までご連絡ください。
問い合わせ：広報グループ
TEL：082-424-4518
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P R コ ー ーナ

アクセシビリティリーダー認定証授与式を開催

Ⓒ新潮社 文武両刀でNBL選手に

キャンパスグランプリ中国で最優秀賞を受賞

　本学文学部の卒業
生、小山田浩子さんの
『穴』が、第150回 芥
川賞に選ばれました。
OB・OGなど、本学ゆ
かりの方の受賞は初
めての快挙です。
　小山田さんは、本学
卒業後も地元広島市
に在住し、執筆活動を

続けられていました。平成22年、デビュー
作となる『工場』で新潮新人賞を受賞さ
れ、昨年12月には、新鋭・気鋭の作家に
よる小説（単行本）が対象となる「第30回
織田作之助賞」を『工場』で受賞されてい
ます。
　本学では、3月22日に受賞記念祝賀会
を広島市内のホテルで開催しました。学長
や文学部の教員ら約100人が出席し、小
山田さんの受賞を共に祝い、また大学の発
展に寄与したとして、学長特別表彰と名誉
校友の称号を授与し栄誉をたたえました。

　大学では、それま
でとは比べ物になら
ないほどの自由と時

間がみなさんの目の前に広がっていると思いま
す。あの自由や時間がどれほど人生で貴重だっ
たか。
　何が有意義かは人によって違います。勉強で
もサークル活動でも友達づきあいでも就活の
準備でも旅行でもアルバイトでも趣味でもその
他のことでも、自分がもっとも必要としているこ
とをしてほしいです。
　もしかしたら「無為に過ごして時間を無駄に
する」ことこそが、もっとも有意義な使い方であ
る人もいるかもしれません。腹をくくって無為に
過ごしましょう。どう過ごしても多少の後悔はつ
きまとうようです。私も、もっと本を読んでいれ
ばよかった、せっかくなら長い旅行にでも行っ
ておけばよかった、と後悔しています。
　それから、一人暮らしの方は極力自炊をする
のがいいと思います。実家暮らしの方も、午後
が休講の日など夕ご飯を作ってみる、あるいは
一コマ目がない日にはお弁当を作ってみる、な
どするのはいかがでしょうか。老婆心ながら、
一通りのご飯作りは時間と体力に余裕がある
大学時代に身につけておいた方が何かと便利
と思います。もちろんこれは男女問わずです。

第150回芥川賞
小山田浩子さん（文学部卒業生）が受賞

快
挙
!

間がみなさんの目の前に広

小山田さん
からの

メッセージ

　大学院理学研究科博士課程の河野七瀬さ
んが、第4回日本学術振興会育志賞を受賞し
ました。広大生としては2人目です。
　育志賞は、将来わが国の学術研究の発展
に寄与することが
期待される優秀な
大学院博士課程学
生を顕彰するもの
で、天皇陛下から
御下賜金を賜り平
成22年度に創設さ
れました。
　授与式は、2月24日、日本学士院で行われ、
学長に受賞の報告を2月28日に行いました。
河野さんは「自分の研究の面白さを伝えられ
ればいいと思い面接に挑みました。受賞に驚い
ています。4月からは研究機関でポスドクとして
研究を行います。今回の受賞を今後の研究生
活の励みとします」と、今後の研究活動への意
欲を語りました。

　今年発足した広島市に本拠地を置くプロバ
スケットボールクラブ「広島ドラゴンフライズ」
に、薬学部5年生の岡崎さんが国立大学現役
学生として入団することになりました。
　岡崎さんは、子どもの頃からバスケットボー
ルが好きで、大学でもバスケットボール部に所
属。今年1月に行われたリーグのトライアウト
に参加し、スカウトされました。
　身長185cm、シュートと粘り強いプレーを得

意とします。「学生とい
うことを言い訳にせ
ず、技術を磨きたい。
学問と両立させ、子ど
もたちや大学生に夢
を与えたい」と意気込
みをみせています。

　広島ドラゴンフライズは、バスケットボール
男子ナショナルリーグ（NBL）に本季から参入
し、リーグ戦は10月に開幕します。

　大学、高等専門学校などの学生によるビジ
ネスプランコンテスト「第12回キャンパスベン
チャーグランプリ中国」で、経済学部の和紫章
さんが「ビジネス部門最優秀賞」を受賞しまし
た。本学の学生が最優秀賞を受賞したのは初
めてです。
　受賞のテーマは「緑
色（green）マスク」。広
告付きのマスクを無料
で配布し、大気汚染に
悩む中国の市民の健
康を守るプランです。

　3月10日、東広島キャンパスで、アクセシビリ
ティリーダー認定証授与式を開催し、本学の
第8期アクセシビリティリーダー 45人（1級22
人、2級23人）に対し、浅原利正学長（アクセ
シビリティリーダー育成協議会会長）から、認
定証が授与されました。
　広島大学は、個人や社会・環境や状況の多
様性をよく理解し、さまざまな状況において「ア
クセシビリティ（利用しやすさ・参加しやすさ）」
をリードできる人材の育成を目指して「アクセ
シビリティリーダー育成プログラム（ALP）」を
開発・推進しています。
　第8期に当たる本年度は、5大学2企業で
ALPが実施され、全国で学生、大学教職員、
社会人合わせて123人がアクセシビリティリー
ダーに認定されています。
問い合わせ：
　広島大学アクセシビリティセンター
TEL&FAX：082-424-6324
E-Mail：achu@hiroshima-u.ac.jp

ボランティア団体合同説明会
　学内のボランティア団体が活動発表&新メ
ンバーを募集する説明会を下記の日程で開
催します。
日時：4月21日㈪  18：00 ～ 20：00
　　　　 22日㈫  16：30 ～ 18：30
　　  5月  7日㈬  18：00 ～ 20：00
　　　　  8日㈭  16：30 ～ 18：30
場所：大学会館大集会室

ボランティア団体合同説明会
　学内のボランティア団体が活動発表&新メ
ンバーを募集する説明会を下記の日程で開
催します。
日時：4月21日㈪  18：00 ～ 20：00
　　　　 22日㈫  16：30 ～ 18：30
　　  5月  7日㈬  18：00 ～ 20：00
　　　　  8日㈭  16：30 ～ 18：30
場所：大学会館大集会室

http：//v-pro.hiroshima-u.ac.jp/~test/

●詳細はV-proのホームページをご覧ください。

HP

新サイト
「広大生の素（モ・ト）」が
できました!

　広大生の素（モ・ト）は、インタビュー動画
を中心に、広大生に関連する情報を集めた新
しいサイトです。大学の外からではなかなか見
えない、広大生の「素（す）」の顔と、元気、夢
中、やる気の「素（もと）」をお届けします。部活・
サークルの活動やイベント案内など、記事の
掲載を希望する場合は、下記の問い合わせ先
までご連絡ください。
問い合わせ：広報グループ
TEL：082-424-4518

新サイト
「広大生の素（モ・ト）」が
できました!

　広大生の素（モ・ト）は、インタビュー動画
を中心に、広大生に関連する情報を集めた新
しいサイトです。大学の外からではなかなか見
えない、広大生の「素（す）」の顔と、元気、夢
中、やる気の「素（もと）」をお届けします。部活・
サークルの活動やイベント案内など、記事の
掲載を希望する場合は、下記の問い合わせ先
までご連絡ください。
問い合わせ：広報グループ
TEL：082-424-4518

第4回育志賞を受賞

広大生の素
（モ・ト）

http://www.hiroshima-u.ac.jp/moto/
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●学術研究活動（学部生）
卒業する学生の中から、学部ごとに原則1人の
「成績優秀者」を選定
◎総合科学部/上田　智穂
◎文　学　部/藤田　弘美
◎教 育 学 部/辻本　成貴
◎法　学　部/千田　悠介
◎経 済 学 部/福家　嵩章
◎理　学　部/後藤　弘季
◎医　学　部/豊田有衣子
◎歯　学　部/岡田　千明
◎薬　学　部/末釜季美子
◎工　学　部/河本　和紀
◎生物生産学部/三吉　優香
　専門領域において国内外の学界で高く評価され
る研究実績を挙げた者
◎生物生産学部/池田敦子（第31回YEAST 
　WORKSHOPポスター賞を受賞した）

●学術研究活動（大学院生）
研究論文、研究業績等が国内外の学界において
特に高い評価を受けた者

◎大学院総合科学研究科博士課程前期/窪田慎
治（研究論文、研究業績等が国内外の学界にお
いて特に高い評価を受けた）
◎大学院社会科学研究科博士課程後期/野間小
百合（第9回著作権・著作隣接権論文募集佳作
入賞および第5回東和知的財産研究所懸賞論文
優秀賞を受賞した）

◎大学院理学研究科博士課程後期/伊藤亮介
（ジェット天体に関する可視偏光観測を英文国際
学術誌に発表し、高い評価を得た）

◎大学院先端物質科学研究科博士課程後期/赤
澤宗樹（2013 IEEE〔IEDM〕において、IEEE EDS 
Japan Chapter Student Awardを受賞した）

◎大学院医歯薬学総合研究科博士課程/内藤　
寛（がんの分子病理学的研究に関する研究業績
が国際学術誌等に掲載され、第30回分子病理学
会優秀ポスター賞を受賞した）

◎大学院医歯薬保健学研究科博士課程後期/岩
畔将吾（日本歯科技工学会第35回学術大会ポス
ター発表優秀発表賞および平成25年度若手研
究者優秀論文賞を受賞した）

◎大学院工学研究科博士課程前期/小畠基史（日
本機械学会ロボティクス・メカトロニクス部門
ROBOMEC表彰および日本機械学会若手優秀
フェロー賞を受賞した）
◎大学院工学研究科博士課程後期/塚野路哉（平
成25年に9つの国際建築賞を受賞し、国際的な
評価を得た）

◎大学院国際協力研究科博士課程後期/谷口京
子（第57回米国比較教育・国際教育学会におい
て、優秀論文賞を受賞した）

●課外活動
体育系：「全国規模の競技会での入賞およびそれに
　　　準じる成績」以上の成績を収めた者
文化系：「全国規模のコンクール等での高い評価およ
　　　びそれに準じる評価」以上の評価を得た者

◎体育会自動車部/近藤賢史（平成25年度全日本
学生ダートトライアル選手権大会男子個人・8
位）、近藤賢史・大三直人・伊藤大志（同大会男
子団体・5位）、近藤賢史（平成25年度全日本学
生自動車運転競技選手権大会男子小型貨物の
部B・6位）

◎体育会柔道部/重永聡美（平成25年度全日本学
生柔道体重別選手権大会女子78㎏級・2位）

◎体育会水泳部/原　美波（第89回日本学生選
手権水泳競技大会女子200m個人メドレー・3
位、女子400m個人メドレー・3位）

◎体育会トライアスロン部/小林　歩（2013日本
学生トライアスロン選手権観音寺大会選手権男
子・優勝）、小林　歩・徳丸雄一・山下将史（同
大会男子団体・7位）、徳丸雄一（2013日本学生
スプリントトライアスロン選手権男子個人選手
権・6位）

◎体育会バレーボール部/甲斐百絵・池上　萌・
森本菜津美・山本紗良・中川沙紀・近藤美咲・
佐藤由惟・松下由樹・渡邊なるみ・中嶋梨沙・
池浦このみ・新町祐梨・松尾郁美（第60回秩父
宮妃賜杯全日本バレーボール大学女子選手権
大会女子団体・ベスト8）

◎体育会陸上競技部/竹安あかね（第29回日本
ジュニア陸上競技選手権大会女子ジュニア棒高
跳・6位）

◎心身統一合氣道部/曽我部誠人・岩崎史哲（第
32回全日本心身統一合氣道競技大会学生部個
人の部・金賞）

◎水中ホッケー/明石啓太・高阪将人・鈴木悠太・
新野洋平（第10回水中ホッケー日本選手権大会
男子・準優勝）、明石啓太・高阪将人・鈴木悠太・
新野洋平・鎗目恭平（第5回水中ホッケーアジア
選手権大会・4位）

◎DAMAけん/荒木洋平（けん玉フェスタ2013『藤
原一生杯』世界けん玉選手権トーナメント戦・ベ
スト8、2013年全日本けん玉道もしかめ選手権大
会個人・7位）、濱崎晶健（GLOKEN杯・優勝、
2013年全日本けん玉道もしかめ選手権大会個
人・2位）

◎大学院国際協力研究科/高阪将人（第25回フィ
ンスイミング日本選手権大会シニアの部男子
100mビーフィン・3位）

◎吹奏楽団/原田慎平・久保亮祐・植松美紀・江
口尚言・笹口尚子・生　優樹・眞倉　翔・伊藤
良平・福西亮太・宇都宮健・坂本和貴・松岡美
玖・向江達彦・中村慎之介・森美希・牧尾歩美・
三宅　舞・田中翔真・山口夏歩・加藤　栞・朝
倉　綾・吉岡将吾・甲斐陽三・石井心一・茂松
郁弥・井上莉菜・磯部志帆・松崎流成・志風貴
恵・前田侑子・前田智美・宇野友紀子・江頭慶
一郎・長尾柚杏・須谷弥生・野村祥太・二宮拓
也・高村莉奈・宇城孝規・平田章悟・温品慶明・
小島絵梨・冨永真帆・渡邉愛依・幸田里咲・原
真由美・佐藤優妃・瀬尾結香・藤田早紀・新田
菜摘・槇原奈津美・椛島聡美・岡田倫弥・勝原
征大・寺尾綾華・内田麻美（第61回全日本吹奏
楽コンクール・銅賞）

◎総合科学部/長坂祐理子（文部科学省主催第2
回サイエンス・インカレにて、サイエンス・インカレ
奨励表彰および新日鉄住金ソリューションズ賞を
受賞）

◎大学院文学研究科/曽我しずく（第17回司馬遼
太郎フェローシップ受賞）

◎大学院教育学研究科/山川智馨（第15回さくら
ぴあ新人コンクール・さくらぴあ大賞〔第1位〕）
◎教育学部/吉田つかさ（第15回さくらぴあ新人コ
ンクール・廿日市教育長賞〔第6位〕）

●社会活動
ボランティア活動、人命救助、犯罪防止、災害防
止等の社会活動で特に顕著な功績を挙げた者

◎大学院医歯薬学総合研究科/岩本優子・岩本
明子（カンボジアにおける歯科医療支援活動に
おいて、学生プロジェクトを立ち上げ、口腔衛生
指導に使用する教材開発・作成等に中心的な立
場で取り組んだ）

◎大学院医歯薬保健学研究科/櫻井　薫（同上）
◎ピア・サポーター /縄田真依子・山崎彩加・宇
都宮慧・竹内　青・大久保亮（ピア・サポーター
として本学の学生相談支援活動に貢献した）

●課外活動（体育活動）
ブロック規模（西日本大会、中国・四国地区大会、
中国地区大会）の競技会での優勝者
◎体育会アーチェリー部/藤原康司（第43回中国
四国学生アーチェリー個人選手権大会男子個
人・1位）、田中恵美（第33回中国四国学生アー
チェリー選手権大会女子RC部門・1位）
◎体育会エスキーテニス部/亀山裕喜・伊藤陽一・
伊藤洋輔・新名圭輔・岡田大介・久保慎也（第
34回全日本エスキーテニス選手権愛媛大会男子
団体第Ⅰ部・優勝）

◎霞弓道部/御厨亜希・森田彰子・津留崎瞳・宮
岡愛・渡部祥子（第46回中国学生弓道競技大
会女子団体・優勝）、御厨亜希（第46回中国学
生弓道競技大会女子個人・優勝）

◎体育会剣道部/中川澄霞・清久愛可・新濱華帆・
濱本想子・磯邉夏紀・古川奈穂・古田薫（第46
回全国教育系大学学生剣道大会女子団体・優
勝）、芝田幹江・瓜生朋実・中川澄霞・磯邉夏紀・
濱本想子・古川奈穂・古田薫（第40回中四国女
子学生剣道優勝大会団体・優勝）

◎体育会硬式庭球部/松川祥子（平成25年度夏
季中国四国学生テニス選手権大会女子シングル
ス・優勝）
◎体育会柔道部/山西咲衣（平成25年度全日本
ジュニア体重別選手権大会中国地区予選会女
子63㎏級・優勝）

◎体育会水泳部/小畑朱里（第44回中国四国学生
選手権水泳競技大会女子200mバタフライ・1位、
女子100mバタフライ・1位）、原　美波（同大会
女子200m個人メドレー・1位、女子400m個人メ
ドレー・1位）、東條文和（同大会男子50m自由形・
1位）、小畑朱里（第60回全国国公立大学選手権
水泳競技大会女子200mバタフライ・8位、女子
100mバタフライ・4位）、原　美波（同大会女子
200m個人メドレー・2位、女子400m個人メド
レー・3位）、西尾　健（同大会男子400m自由形・
6位）、原美波・村越友紀・小畑朱里・藤坂百恵（同
大会女子400mメドレーリレー・7位）

◎体育会漕艇部/安西のぞみ（第57回中国学生
ボート選手権大会女子シングルスカル・優勝）、
根谷拓志（第57回中国学生ボート選手権大会
男子シングルスカル・優勝）
◎体育会ソフトテニス部/四ツ谷壮一郎・田中新
大・村上賢一・三宅大希・渡辺祥平・楠　浩貴・
立本恭平・安池誠人・古西将大（第35回中国学
生ソフトテニスリーグ戦大会男子団体Ⅰ部・優
勝）、村上賢一・立本恭平（第57回中国学生ソ
フトテニス優勝大会男子個人ダブルス・優勝）
◎体育会体操部/松原　聖・西側貴司・片野　彬・
佐野雄一・阪本　啓・榊原諒二（第46回中国・
四国学生体操競技大会男子団体・優勝）、西側
貴司（同大会男子個人総合・1位、男子個人平
行棒・1位、男子個人鉄棒・1位）、松原　聖（同
大会男子個人吊り輪・1位）

◎体育会卓球部/荒木亮祐・藤田陸登・小坂康文・
有津和秀・野嶋仁志・長坂康平・西岡拓朗・村
上和滉・山田健二・仙頭克実（第64回中国学生
卓球選手権春季大会男子団体・優勝）、小坂康
文・有津和秀（同大会男子ダブルス・優勝）、荒
木亮祐・藤田陸登・小坂康文・有津和秀・野嶋
仁志・長坂康平・西岡拓朗・村上和滉・山田健
二・仙頭克実（第53回全国国公立大学卓球大
会男子団体・準優勝）、西田朋世・塚原桃子・山
下慶子・水野結衣・佐竹里香・小曳夏葉（同大
会女子団体・3位）、荒木亮祐・藤田陸登・小坂
康文・有津和秀・野嶋仁志・長坂康平・西岡拓
朗・菅原太揮・山田健二・仙頭克実（第64回中
国学生卓球選手権秋季大会男子団体・優勝）、
小坂康文・有津和秀（同大会男子ダブルス・優
勝）、荒木亮祐（同大会男子シングルス・優勝）、
小坂康文・有津和秀・野嶋仁志・山田健二（第
35回中国学生卓球連盟会長杯争奪卓球大会男

平成25年度学生表彰

学 生 表 彰

副 学 長 表 彰

広島大学は、学術研究活動、課外活動、社会
活動等において、特に顕著な成績・功績を挙
げた学生を表彰しています。
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編 集 後 記
新入生の皆さん、入学おめでとうございます。在校生の皆さ
ん、また新たな春が始まりましたね。時々学生から「東広島や
広島に引っ越してきたけど、地域の人と交流したことがない」
「キャンパス周辺以外は街のことをよく知らない……」という
声を聞きます。4月号を読んでいただくと分かるように、キャ
ンパスの外にも、新たな出会いや発見があふれています。ま
ずは休日に街歩きをしてみたり、地域のイベントに顔をのぞ
かせることから始めてもいいかもしれません。あなたなりの
「地域×広大生」を見つけてみませんか。

（編集部員K）　

編 集 部 か ら の お 知 ら せ

今号の表紙撮影は、東広島キャンパスのある東広島市の名所、酒蔵
通りで行いました。モデルは地域で活動する総合科学部3年馬場智
也さん（駅前の観光ボランティアガイド）、教育学部3年橋本美咲さ
ん（学生ボランティア団体「OPERATIONつながり」地域部長）、教
育学研究科博士課程前期のジャ・ブルブルさん（国際交流ボランティ
アとして小学校などでインドの文化を紹介）の3人です。4月号は積
極的に「地域」に飛び出し、充実した大学生活を送る広大生を数多く
紹介しています。皆さんなりの「地域×あなた」に期待しています!

「地域」で活動する人たち!

コメント

注意…※印のあるものは、学部・研究科などによって日程が異
なります。必ず「もみじ」やＨＰ、掲示板などで確認してください。

主 な ス ケ ジ ュ ー ル
2014年4月～2014年8月
3月下旬～
4月下旬
4月上旬

4.1～
4.3

4.4～24
4.5～6
4.9

4.10～17

4月中旬～
4.18～25
（予定）
4月下旬

4.30

5.8～16
5.12～16
5月中旬

5.17
5月下旬～
6月上旬
6月上旬
6月下旬
6.29
7.15

7月中旬～
8月中旬

7月下旬～
7.22～8.4
7.29～8.8、
8.21～9.11

8.4
8.5～9.30
8.5～10

8.6
8.7～8
8月下旬

G.ecbo（海外インターンシップ）
プログラム募集開始
新入留学生オリエンテーション
G.ecbo day（募集説明会）
健康診断※

入学式
履修手続期間※

交通安全講習会
前期授業開始
日本学生支援機構奨学金出願受付※

（学部2年生以上）
オリエンテーションキャンプ※

日本学生支援機構奨学金出願受付※

（大学院在学採用）
合同留学体験報告会、TA研修会（東広島）
会話パートナー、NOIEオリエンテーション
前期授業料振り込み締め切り
（新入生・科目等履修生・研究生を除く）
日本学生支援機構奨学金申請受付（新入生）
留学WEEK
前期授業料振り込み締め切り
（新入生・科目等履修生・研究生）
別途、振込依頼書に記載します。
TA研修会（霞）
TOEIC®IPテスト
STARTプログラム参加学生募集選考
前期授業参観週間
フェニックスコンサート（予定）
海外渡航リスク管理セミナー
ゆかたまつり
学位記（博士）授与式
学生による授業評価アンケートおよび
教育プログラム評価アンケート回答期間
G.ecboプログラム派遣開始
学期末試験※

後期分授業料免除申請受付※

申請受付期間の詳細は「授業料免除申請
のしおり」等で確認してください。
前期授業終了
夏季休業
INU学生セミナー
原爆死没者追悼式
オープンキャンパス※

HUSA（短期交換留学）
派遣学生追加募集（オセアニア）締切

●HU-style（エイチユースタイル）編集基本方針
○学生に「挑戦する、行動する」一つのきっかけにしても
らうべく、「人」に焦点をあて、学生、教職員、卒業生を
はじめさまざまな人々が持つ多様な個性、価値観など
（style）を紹介する。
○本学に関する情報の伝達と周知
●投稿募集
①掲載記事について
　１件につき、400字以内でお寄せください。氏名（ふり
がな）、所属、学年、連絡先を明記。文章は編集部で手
直しさせていただくことがあります。紙上での匿名も
OKです。

②情報の提供、『HU-style』への提言
　取り上げてほしい人物・テーマなどの情報をお寄せく
ださい。氏名（ふりがな）、所属、学年、連絡先を明記。

※①②とも、原則としてEメールで投稿してください。
●定期購読のお申し込み
　保護者など学外の方にも、発行後に発送を行っていま
す（無料）。定期購読を希望される方は、住所、氏名（ふ
りがな）、年齢、職業を明記し、Eメールまたはハガキ
でお申し込みください。
●本誌の記事・写真等の無断転載を禁じます
●個人情報保護について
　投稿、応募、購読申し込みに記載の個人情報は、編集
部からの連絡に利用します。投稿および応募結果は、
本誌以外の各種媒体に掲載する可能性があり、掲載

時には原則として、氏名、所属、学年を記載します。事
前に承諾を得ない限り、個人情報をこれ以外の目的に
は利用しません。郵便物やEメールなどは適切に管理
し、使用後は破棄します。
●お問い合わせ・お申し込み
広島大学広報グループ  『HU-style』編集担当（連絡
先は下記参照）

子団体・優勝）、藤田陸登（同大会男子シングル
ス・優勝）、佐竹里香（同大会女子シングルス・
優勝）、山田健二・仙頭克実（第45回中国新人
学生卓球選手権大会男子ダブルス・優勝）

◎体育会トライアスロン部/小林　歩（日本学生ト
ライアスロン選手権大会中国地区予選会男子個
人・優勝）、相原千尋（同大会女子個人・優勝）

◎体育会馬術部/竹葉千恵・櫻江祐貴・大上あす
み・北山大貴・松永赳尭・住田大亮・川西真奈美・
野地詩織・田原千聖・黒澤明莉・津永祐紀・宮
川慧・相田祥吾・藤井啓右・佐々木やまと（第27
回夏季中国四国地区学生馬術大会団体・総合
優勝）

◎体育会バスケットボール部/石川　峻・伊勢本
丈・稲田圭吾・滝沢大吾・佐藤哲人・橋本　真・
中原克浩・和田勇人・西村晃輔・深谷研介・山
地智司・日永田将・角田泰地・荒川皓基・榊原
康太・目崎祐介・下奥　元・森田恭平・山崎真治・
平田　匠・山田圭治・岡崎修司（第39回中国大
学バスケットボール選手権春季優勝大会男子・
優勝）、目崎祐介・伊勢本丈・滝沢大吾・橋本　
真・和田勇人・西村晃輔・深谷研介・山地智司・
日永田将・角田泰地・榊原康太・下奥　元・森
田恭平・山崎真治・平田　匠・山田圭治（第5
回中国大学バスケットボール新人大会男子・優
勝）、石川　峻・伊勢本丈・稲田圭吾・滝沢大吾・
佐藤哲人・橋本　真・中原克浩・和田勇人・西
村晃輔・深谷研介・山地智司・日永田将・角田
泰地・荒川皓基・榊原康太・目崎祐介・下奥　
元・森田恭平・山崎真治・平田　匠・山田圭治・
岡崎修司（2013年全日本大学バスケットボール
選手権大会中国地区予選会男子Ⅰ部・優勝）

◎体育会バレーボール部/甲斐百絵・池上　萌・
森本菜津美・山本紗良・中川沙紀・近藤美咲・
佐藤由惟・松下由樹・渡邊なるみ・中嶋梨沙・
池浦このみ・新町祐梨・松尾郁美（第77回中国
大学バレーボールリーグ戦春季大会女子Ⅰ部・
優勝、第57回中国四国学生バレーボール選手権
大会女子・優勝、第78回中国大学バレーボール
リーグ戦秋季大会女子Ⅰ部・優勝）
◎体育会ボクシング部/大深啓佑（第40回中国大
学ボクシング選手権大会バンダム級・優勝）

◎体育会ヨット部/宮澤侑吾（2013年度中四国学
生ヨット選手権大会国際スナイプ級個人・優

勝）、宮澤侑吾・六鹿拓哉（第63回中国学生ヨッ
ト選手権大会国際スナイプ級個人・1位）、宮澤
侑吾・六鹿拓哉・日朝健太・池田光生・甲斐逸
平（同大会国際スナイプ級団体・1位）

◎体育会女子ヨット部/黒瀬友紀（2013年度中四
国学生ヨット選手権大会国際スナイプ級個人・
優勝）、黒瀬友紀・寺田七海（第63回中国学生
ヨット選手権大会国際スナイプ級団体・1位）
◎体育会陸上競技部/古市裕磨（第67回中国四国
学生陸上競技対校選手権大会男子砲丸投げ・1
位）、林　雅人（同大会男子400m・1位）、三輪真
琳（同大会女子走幅跳・1位）、綾　里奈（同大会
女子棒高跳・1位）、石川　篤・石井裕也・森岡
廉・池田昂輝・高橋秀明・橋口幸貴・松井宏親・
豊田大和・守屋智裕・木本眞輝・川本貴裕（第
45回全日本大学駅伝対校選手権大会中国四国
地区予選会・1位）、横田知佳（第36回中国四国
大学個人選手権大会女子3000mSC・1位）

◎理学部/財間寛太（第29回全国選抜フットサル
大会中国地域大会・1位）

◎生物生産学部/喜多村優（第29回全国選抜フッ
トサル大会中国地域大会・1位）

●課外活動（芸術・文化活動）
　ブロック規模（西日本大会、中国・四国地区大会、
中国地区大会）のコンクール等で最も高い評価
を得た者
◎吹奏楽団/原田慎平・久保亮祐・植松美紀・江
口尚言・笹口尚子・生　優樹・眞倉　翔・伊藤
良平・福西亮太・宇都宮健・坂本和貴・松岡美
玖・向江達彦・中村慎之介・森　美希・牧尾歩
美・三宅　舞・田中翔真・山口夏歩・加藤　栞・
朝倉　綾・吉岡将吾・甲斐陽三・石井心一・茂
松郁弥・井上莉菜・磯部志帆・松崎流成・志風
貴恵・前田侑子・前田智美・宇野友紀子・江頭
慶一郎・長尾柚杏・須谷弥生・野村祥太・二宮
拓也・高村莉奈・宇城孝規・平田章悟・温品慶
明・小島絵梨・冨永真帆・渡邉愛依・幸田里咲・
原真由美・佐藤優妃・瀬尾結香・藤田早紀・新
田菜摘・槇原奈津美・椛島聡美・岡田倫弥・勝
原征大・寺尾綾華・内田麻美（第54回全日本吹
奏楽コンクール中国大会・金賞）

◎大学院工学研究科/高木崚平（学生ケータイあ
わ～ど2013アプリ作品部門・最優秀賞）
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